
第 199 号
平成25年２月１日

◆ 年頭にあたり　………………………… 2

◆ 主な議案・平成24年度補正予算　…… 3

◆ 一般質問　……………………………… 4

（平成24年12月６日～12月14日　９日間 ）

12月定例会

平成25年１月13日

祝　成人式



平成25年２月1日　福岡県小竹町　議会だより No.199 (2)　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、日
頃
よ
り
町
議
会
に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
近
隣
諸
国
と
の
外
交
問
題
、
デ
フ
レ
・
円
高
な
ど
に
よ
る

経
済
環
境
悪
化
の
問
題
、
原
発
再
稼
働
の
問
題
な
ど
我
が
国
の
政
治
、
経
済
は
、
依
然
と
し
て

先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
中
、
年
末
に
総
選
挙
が
あ
り
、
自
民
党
圧
勝
に
よ
る
「
第
二
次
安
倍

内
閣
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
企
業
誘
致
に
つ
き

ま
し
て
は
、
小
竹
団
地
に
二
社
、
御
徳
波
打
地
区
に
一
社
と
進
出
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
や
町
の
発
展
に
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
創
意
工
夫
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意

を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

＜副議長＞
和　田　賢二郎

＜文教厚生委員会＞　 ＜総務産建委員会＞

委員長　和　田　　　明
副委員長　吉　野　欽　也
委　　員　大　安　美佐代
委　　員　原　　　準　一
委　　員　広　瀬　早　美

委 員 長　古　森　博　司
副委員長　峯　岡　　　均
委　　員　吉　野　慎　一
委　　員　宮　野　一　男

年
頭
に
あ
た
り
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12月定例会は、12月６日から12月14日まで、会期９日間の日程で開かれました。
条例案・補正予算案等の議案が提出され、審議の結果、賛成多数で可決しました。

　

本
年
２
月
か
ら
本
町
の
戸
籍
事

務
の
電
算
化
に
併
せ
、
戸
籍
と
住

民
登
録
の
住
所
表
示
を
統
一
す
る

こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例
が

一
括
し
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　　

３
・
11
大
震
災
以
降
、
国
、
県

の
災
害
に
対
す
る
自
治
体
へ
の
支

援
制
度
が
充
実
し
た
た
め
、
本
町

を
含
む
県
内
全
市
町
村
で
組
織
す

る
福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済
基
金

組
合
の
解
散
に
関
す
る
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
組
合
は
、

平
成
25
年
３
月
31
日
で
解
散
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
解
散
の
財
産
処
分
に
伴

い
、
本
町
に
約
１
億
円
が
返
還
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

仕
事
の
指
示
・
命
令
権
は
、
病

院
側
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
の
職
員
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
了
解
を
得
て
い
ま
す
。

問　

現
在
２
人
の
医
療
事
務
契
約

者
は
、
３
月
ま
で
の
雇
用
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
２
人
が
転
籍
し
な
け

れ
ば
、
新
た
に
業
務
委
託
さ
れ
る

２
人
と
計
４

人
体
制
に
な

る
の
か
。

答　

２
人
が

３
月
ま
で
転

籍
さ
れ
な
け

れ
ば
、
４
人

に
な
り
ま
す
。

問　

教
育
格
差
に
よ
る
登
校
拒
否

問
題
等
の
解
消
に
退
職
教
諭
を
募

集
し
、
基
礎
知
識
の
学
習
が
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
中
学
校
に
、
常

時
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
が
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
教
育
格
差
是
正
の
た

め
、｢

学
力
向
上
プ
ラ
ン
」
の
県

指
定
を
受
け
、
低
学
力
の
児
童
・

生
徒
の
学
力
向
上
の
た
め
、
教
室

に
先
生
２
人
体
制
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

県
の
配
置
で
１
人
、
他
校
と
の
兼

任
体
制
で
、
週
２
回
程
度
派
遣
を

受
け
な
が
ら
、
町
独
自
で
も
臨
床

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
雇
用
し
、

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　

青
年
就
農
給
付
金
事
業
費
補

助
金
は
、
農
業
後
継
者
不
足
を
補

う
た
め
の
制
度
だ
が
、
補
助
を
受

け
る
条
件
と
対
象
人
数
は
。

答　

対
象
年
齢
は
、
原
則
45
歳
未

満
で
、
経
営
開
始
か
ら
５
年
後
ま

で
に
農
業
で
生
計
が
成
り
立
つ
計

画
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　

補
助
対
象

者
は
、
２
人

で
す
。

平成25年２月１日　福岡県小竹町　議会だより(3) No.199

12月定例会の主な議案

　

こ
の
工
事
は
、
中
島
踏
切
付
近

の
道
路
及
び
道
路
下
の
水
路
改
修

工
事
で
、
工
事
延
長
は
１
３
２
ｍ

で
す
。

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
株
式

会
社
大
新
が
１
億
95
万
７
千
円
で

契
約
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

問　

町
立
病
院
の
医
療
事
務
業
務

委
託
料
に
約
２
７
０
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
そ
の
内
容
は
。

答　

１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
委
託

料
３
ヵ
月
分
の
予
算
で
す
。

問　

町
立
病
院
の
医
療
事
務
業
務

委
託
は
、良
い
面
だ
け
で
は
な
く
、

弊
害
も
あ
る
と
思
う
が
、
職
員
と

の
関
連
の
話
し
合
い
、
合
意
が
行

わ
れ
た
の
か
。

答　

業
務
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

職
員
が
容
易
に
確
保
で
き
、
人
件

費
が
安
価
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
は
今
回
特
に
考
慮

し
て
い
ま
せ
ん
。

予
算
委
員
会
の

　
　
　
主
な
質
疑

問

問

問

問問

答答

答

答答

町
の
公
共
施
設
の
住
所

表
示
が
変
更
さ
れ
ま
す

中
島
・
芦
北
幹
線
道
路
改
良

工
事（
１
工
区
）請
負
契
約

に
同
意

福
岡
県
市
町
村
災
害
共
済

基
金
組
合
の
解
散
に
伴
う

３
議
案
を
可
決

平成24年度補正予算
一般会計　　▲274万円
特別会計　　１，449万円
総　　額　　1，175万円

・・・

・・・

・・・ 可
決
可
決

【改正例】

改正前
「大字勝野2746番地の7」

改正後
「大字勝野2746番地7」

↓

※「の」の表示がなくな
　ります。
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一　

定
住
促
進

　

人
口
の
減
少
は
、
町
の
活
力
が

減
少
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
若
い
人
た
ち
は
、
本
町
の
将

来
に
危
惧
を
抱
い
て
い
ま
す
。

●
定
住
促
進
戦
略
会
議
の
設
置

　

若
い
人
た
ち
を
中
心
と
し
た
定

住
促
進
戦
略
会
議
を
設
置
し
、
定

住
促
進
に
関
す
る
施
策
や
事
業
を

積
極
的
に
展
開
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

●
町
外
職
員
の
転
入
等

　

町
外
職
員
に
対
し
て
、
町
内
へ

の
転
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

方
策
を
取
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
多
く
の
市
町
村
で
は
、
採
用

試
験
の
受
験
資
格
で
、
町
内
居
住

者
又
は
採
用
後
、
町
内
に
在
住
で

き
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
町
に

お
い
て
も
、
採
用
試
験
に
居
住
条

件
を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

一　

情
報
・
通
信
網
の
整
備

　

情
報
・
通
信
網
の
整
備
は
、
地

域
の
発
展
に
不
可
欠
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、
高
度
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
市
外
局
番

　

５
桁
の
市
外
局
番
は
、
な
ん
と

も
い
え
な
い
響
き
が
す
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
本
町
に
お
け
る
市

外
局
番
の
変
更
に
つ
い
て
、
現
在

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

●
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

　

現
在
の
高
度
情
報
通
信
網
で

は
、
事
業
所
等
か
ら
経
済
活
動
や

事
業
活
動
に
支
障
が
生
じ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
本
町
の
未

来
を
考
え
、
企
業
誘
致
の
促
進
や

情
報
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
を
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

松
尾
町
長　
本
町
の
定
住
促
進
政

策
は
、
企
業
誘
致
を
軸
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

新
多
の
雇
用
促
進
住
宅
も
定
住

促
進
住
宅
と
し
て
維
持
し
て
お

り
、
入
居
率
は
、
ほ
ぼ
１
０
０
％

で
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
民
間
資
本
に

よ
る
住
宅
供
給
の
促
進
に
よ
り
住

環
境
の
整
備
を
図
る
計
画
で
す
。

　

職
員
採
用
の
居
住
条
件
は
、
地

方
公
務
員
法
第
19
条
に
規
定
さ
れ

る
平
等
の
条
件
の
原
則
に
抵
触
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
憲
法
第
22
条
に
居
住
、

移
転
の
自
由
の
原
則
の
規
定
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
内
在
住
に
限
る

こ
と
は
、
少
し
慎
重
に
い
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

市
外
局
番
の
問
題
は
、
昨
年
10

月
か
ら
九
州
総
合
通
信
局
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
、
飯
塚
市
と
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
飯
塚

市
が
旧
頴
田
町
の
住
民
と
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
網
の
設
備

費
は
、
過
疎
債
を
使
え
て
も
、
更

新
費
用
、
維
持
管
理
費
は
全
て
町

負
担
と
な
り
、
財
源
的
に
難
し
い

実
態
な
の
で
、
今
後
、
費
用
対
効

果
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

　

直
方
市
中
泉
竹
谷
地
区
に
、
管

理
型
と
言
わ
れ
る
産
業
廃
棄
物
最

終
処
分
場
の
建
設
許
可
申
請
が
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
処
分
場
は
、

面
積
５
万
８
６
５
０
㎡
の
ア
ー
ス

フ
ィ
ル
ダ
ム
型
に
よ
る
舟
底
型
の

処
分
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
該
地
区
は
、
明
治
抗
を
含
め

多
く
の
炭
鉱
が
石
炭
を
採
掘
し
、

多
く
の
坑
道
が
走
っ
て
い
る
。

　

今
で
も
、
御
徳
２
区
の
排
水
路

に
赤
水
が
流
れ
て
い
る
。
原
因

は
、
上
部
に
あ
る
坑
道
に
溜
ま
っ

た
水
が
破
砕
帯
を
通
っ
て
流
れ
込

ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問

吉
野 

欽
也
議
員

○
定
住
促
進
に
つ
い
て

○
情
報・通
信
網
の
整
備
は

○
定
住
促
進
に
つ
い
て

○
情
報・通
信
網
の
整
備
は

○産業廃棄物処分場建設
　　　　　　　に反対を
○産業廃棄物処分場建設
　　　　　　　に反対を

宮野 一男 議員
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そ
の
こ
と
は
当
時
の
通
産
局
も

認
め
て
い
る
。

　

こ
の
処
分
場
が
で
き
る
こ
と
で

最
も
影
響
を
受
け
る
の
は
水
道
水

で
あ
る
。
本
町
の
水
道
水
は
地
下

水
に
頼
っ
て
い
る
。
地
下
水
に
汚

水
が
混
入
す
れ
ば
、
本
町
の
水
源

は
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
現
在
取
水
し
て
い
る
御

徳
地
区
か
ら
は
直
線
に
し
て
１
㎞

足
ら
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
大

問
題
だ
と
思
う
。

　

さ
ら
に
６
箇
所
の
農
業
用
た
め

池
が
あ
り
農
業
へ
の
影
響
も
考
え

ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
処
分
場

は
本
町
に
多
大
な
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
本
町
は

こ
の
処
分
場
建
設
に
ど
の
よ
う
な

態
度
で
臨
む
の
か
。
ど
の
よ
う
な

意
見
書
を
提
出
す
る
の
か
。

　

県
は
意
見
書
を
基
に
審
査
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
具
体

的
な
資
料
が
必
要
に
な
る
。

　

そ
の
た
め
に
も
町
独
自
の
調
査

機
関
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

松
尾
町
長　
こ
の
処
分
場
が
で
き

る
こ
と
で
、
最
も
影
響
が
大
き
い

の
は
、
水
道
水
だ
と
思
い
ま
す
。

本
町
の
水
道
水
は
地
下
水
が
頼
り

で
す
。

　

産
廃
処
分
場
が
申
請
さ
れ
て
い

る
地
域
は
、
昭
和
60
年
に
産
廃
処

分
業
者
が
高
濃
度
の
フ
ェ
ノ
ー

ル
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な

ど
、
化
学
工
場
の
廃
液
を
、
炭
鉱

の
旧
坑
道
に
大
量
に
廃
棄
し
、
本

町
の
水
道
に
莫
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

当
時
の
化
学
物
質
が
い
ま
だ
に

回
収
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
の

坑
道
に
流
れ
た
の
か
も
わ
か
ら

ず
、
ま
だ
臭
気
も
取
り
除
か
れ
て

い
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
も

聞
い
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
も
う
一
度
、

開
催
さ
れ
る
住
民
説
明
会
を
受
け

て
、
関
係
自
治
会
の
方
々
の
意
見

を
十
分
踏
ま
え
て
意
見
書
を
提
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
独
自
の
調
査
機
関
の
設
置

は
、
直
方
市
と
同
じ
よ
う
な
も
の

を
つ
く
る
か
ど
う
か
、
そ
の
必
要

性
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
・
介
護
・
育

児
・
仕
事
・
病
気
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
、

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
多
岐
に
わ

た
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
役
場
に
行
く
こ
と
に

も
敷
居
を
高
く
感
じ
て
い
る
人
や

ど
の
課
に
相
談
を
し
て
よ
い
の
か

わ
か
ら
ず
不
安
だ
と
聞
く
。

　

一
箇
所
の
課
で
対
処
で
き
る
と

な
れ
ば
、
安
心
し
て
相
談
に
来
ら

れ
る
の
で
は
。

　

是
非
、
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連
三

法
が
早
け
れ
ば
、
平
成
27
年
度
か

ら
本
格
施
行
の
予
定
と
な
る
。

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
・

地
域
の
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
ま

た
、
新
体
制
へ
の
移
行
に
あ
た

り
、
事
業
計
画
や
条
例
の
制
定
な

ど
膨
大
な
準
備
が
必
要
と
な
る
。

　

現
在
の
役
場
の
機
構
の
中
で
、

片
手
間
的
に
子
育
て
支
援
を
行
う

の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
を
機
会
に

子
育
て
支
援
課
を
設
置
し
て
は
。

　

本
町
は
、
女
性
の
係
長
や
課
長

補
佐
の
登
用
も
多
い
。

　

女
性
問
題
や
子
育
て
支
援
に
、

思
う
存
分
本
領
を
発
揮
さ
れ
る
と

確
信
し
て
い
る
。

　

是
非
、
女
性
と
子
育
て
支
援
を

ひ
と
つ
の
課
と
し
て
立
ち
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

松
尾
町
長　
本
町
の
行
政
は
、
課

設
置
条
例
や
行
政
組
織
規
則
で
業

務
を
分
担
し
て
い
ま
す
。
課
を
設

置
す
る
か
し
な
い
か
と
い
う
議
論

よ
り
も
、
行
政
全
体
と
し
て
対
応

で
き
る
仕
組
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

課
の
設
置
は
、
行
政
全
体
と
し

て
、
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る

よ
う
考
慮
し
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
性
に
対
す
る
支
援
は
、
国
、

県
が
重
点
的
な
施
策
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
就
労
支
援
や
経
済

面
、
精
神
面
の
支
援
、
Ｄ
Ｖ
相

談
、
そ
の
他
専
門
的
な
支
援
を
含

め
、
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
と
連

携
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
関
連
三
法
の
平
成
27
年

度
本
格
施
行
に
向
け
、
国
の
想
定

で
は
平
成
25
年
度
に
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
を
設
置
し
、
市
町
村
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

盛
り
込
む
内
容
の
検
討
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
、
子
育
て
支
援
は
、
今
後

の
国
、
県
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

住
民
に
不
利
益
を
与
え
な
い
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
。

大
安
美
佐
代
議
員

○
女
性・子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
の
設
置
を

○
女
性・子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
の
設
置
を
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町
立
病
院
で
、
現
在
働
い
て
い

る
職
員
２
人
を
転
籍
さ
せ
て
、
医

療
事
務
会
社
に
４
人
外
部
委
託
す

る
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

医
療
事
務
は
、
単
に
実
務
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
患
者
さ

ん
か
ら
見
れ
ば
、
病
院
の
顔
で
も

あ
る
。
派
遣
で
働
い
て
い
る
労
働

者
と
、
直
接
雇
用
さ
れ
て
い
る
労

働
者
で
は
、
お
の
ず
と
帰
属
意
識

が
違
っ
て
く
る
。

　

本
人
同
意
が
な
い
転
籍
は
違
法

で
あ
る
。
外
部
委
託
で
な
く
町
内

か
ら
募
集
す
べ
き
で
は
。

　

地
方
財
政
の
締
め
つ
け
に
よ

り
、
正
規
職
員
の
削
減
が
進
め
ら

れ
る
と
共
に
、
非
正
規
雇
用
労
働

者
が
大
量
に
任
用
さ
れ
て
き
た
。

　

本
来
、
正
規
職
員
を
任
用
す
べ

き
本
格
的
恒
常
的
職
に
臨
時
・
非

常
勤
・
嘱
託
職
員
な
ど
、
自
治
体

で
働
く
３
人
に
１
人
は
非
正
規
雇

用
労
働
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
非
正
規
雇
用
労
働
者

は
、
仕
事
に
愛
着
、
働
き
が
い
を

感
じ
、
雇
用
や
労
働
条
件
が
劣
悪

で
あ
っ
て
も
、
よ
り
よ
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
め
ざ
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
る
。

　

均
等
待
遇
に
近
づ
く
第
一
歩
と

し
て
、
本
町
の
臨
時
や
嘱
託
職
員

の
賃
金
を
、
本
町
議
会
で
可
決
し

た
「
最
低
賃
金
制
度
に
関
す
る
意

見
書
」
で
要
望
し
た
水
準
で
あ
る

時
給
１
０
０
０
円
ま
で
引
き
上
げ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

公
契
約
条
例
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
は
、
公
共
工
事
や
業
務
委

託
な
ど
の
発
注
で
「
労
働
者
の
賃

金
な
ど
労
働
条
件
確
保
」
、
「
環

境
へ
の
取
り
組
み
」
、
「
地
域
貢

献
」
な
ど
を
盛
り
込
み
、
落
札
者

の
決
定
は
、
価
格
点
と
評
価
点
の

総
合
評
価
で
決
定
し
て
い
る
。

　

本
町
も
公
契
約
条
例
の
検
討
を

始
め
る
と
き
で
は
な
い
か
。

松
尾
町
長　
町
民
の
財
産
で
あ
る

町
立
病
院
は
町
民
の
支
え
が
な
い

と
存
続
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
公
営
企
業
と
し
て
企
業

の
経
済
性
を
発
揮
し
、
公
共
の
福

祉
を
増
進
す
る
よ
う
運
営
さ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

医
療
事
務
の
外
部
委
託
は
、
院

長
の
医
療
充
実
の
た
め
の
経
営
上

の
判
断
で
あ
れ
ば
止
む
を
得
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

労
使
交
渉
な
ど
で
問
題
が
起
き

た
と
き
は
、
最
終
責
任
者
で
あ
る

町
長
と
し
て
、
町
民
に
き
ち
ん
と

説
明
を
し
ま
す
。

　

本
庁
の
臨
時
職
員
の
日
額
は
、

６
０
０
０
円
で
、
県
の
基
準
に

沿
っ
て
賃
金
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
臨
時
期
間
に
雇
用
し
て

お
り
、
労
働
的
な
負
荷
は
か
け
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
価
と

し
て
時
給
７
５
０
円
は
適
当
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

本
町
の
契
約
は
指
名
競
争
入
札

制
度
を
採
用
し
、
建
築
関
係
と
土

木
関
係
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
で
分
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
予
定
価
格

の
最
低
制
限
価
格
は
85
％
で
、
こ

れ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

公
契
約
条
例
が
必
要
な
の
か
、

少
し
疑
念
が
あ
り
ま
す
が
、
近
隣

市
町
村
の
動
向
も
見
な
が
ら
検
討

し
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
新
し
い
政
権
が
誕

生
し
、
多
く
の
新
人
国
会
議
員
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

私
が
議
員
に
な
り
た
て
の
頃

は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
要
望
を

伺
っ
て
、
必
ず
実
現
さ
せ
た
い

と
、
一
生
懸
命
活
動
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
が
実
現
で
き
た
と
き
の
喜

び
は
、
ひ
と
し
お
で
す
。

　

ど
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
も
、
難

し
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
今
実
現
し
な
く
て
も
、
い
つ

か
は
成
し
遂
げ
よ
う
と
思
う
気
持

ち
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
た
め
、
私
た
ち

議
員
が
力
を
合
わ
せ
て
努
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
町
が
少
し
で

も
良
く
な
り
、
住
み
や
す
い
町
に

な
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

（
編
集
委
員　

峯
岡　

均
）

※事情により変更される場合もありますので、
　あらかじめご了承ください。

次回の定例会は、

　３月７日（木）開会予定です。
次回の定例会は、

　３月７日（木）開会予定です。

議会を傍聴してみませんか
　傍聴場所は、役場３階議事堂内傍聴
席です。
　また、テレビ放映による傍聴は役場
１階ロビー、総合福祉センターロビー
です。

○町立病院の運営を
　　　　どう考えるのか
○非正規労働者
　　　　　の均等待遇を
○公契約条例の検討を

○町立病院の運営を
　　　　どう考えるのか
○非正規労働者
　　　　　の均等待遇を
○公契約条例の検討を

広瀬 早美 議員


